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一
　
はじめに
流通経済大学図書館蔵祭魚洞文庫本『百人一首
 全』 （以下、本書
という）については、和田律子先生の論考
）1
（
ならびに浅野秀剛氏の紹
介
）2
（
があり、もはやこれ以上の言及は必要ない状況ではある。しかし、今般、本書を閲覧する機会を得たので、その成立と伝来
に関して、若干の私見を交えて考察したことおよび本書を閲覧した
際の気づきや推察した事柄についてまとめることとした。二
　
成立をめぐる状況
本書の現状・法量等は、和田先生の論考にある通りで、各丁表裏
に『小倉百人一首』 歌仙絵（歌人の肖像）が一人ずつ刷られ、それぞれに歌人名を刷った小短冊が貼付されている。歌人名および歌は一切刷られていない。各丁を子細に観 すると、もともとの版心であったと思しい漢数字の残存が表裏に認めら る所がある。現在残存する版心の間隔は計一・五㎝あることから、本書の原態の横寸法は、綴じ代を考慮 入れても、現状（二十・一㎝）よりは七・五㎜ほど小さかったと推察される。
以上のことから考えられることは、本書は、 『小倉百人一首』の
《研究ノート》　　
祭魚洞文庫本『百人一首
 全』に関する若干の考察
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一般への普及により、教養書として、また、遊戯としてのかるたの盛行による手引き書として、歌人名、歌、歌仙絵を各丁一人ずつ配した墨刷りの本としていずこかの 肆によって出版されたのであろう。当時の版本の初版は、版木の破損を防ぐために百部から二百部と言われているが、 書がどれほどの部数印刷されたかは全く判らない。ただし、版木が残ったということは、ある程度の反響があって増刷もされたのではないか 推察される。というのは 商業出版された本の版木は、版材が貴重な め 商品 しての寿命が尽き時点で鉋を掛けら て他の作品 版木に転用され、湮滅してしまうからである。 お、これは一枚 浮世絵も同様である。
その後を経緯を推察すると、以下の通りである。ある時、本書の
当初の版元が、版木を手放す事態が生まれた。江戸時代の出版界においては、 権を譲渡するこ は、版木 譲渡を行うことであった。版権譲渡については、当事者同士の相対の場合もあるが、版木市という場もあった。いず の経路によったか、 木は当初の版元とは別の者に譲渡された。その際、先に述べ ごとく、版木を中央で左右に分断し、版の中央に板を加えた である。
この改変については、もう一つの可能性も考えられる。それは、
本書の出版が複数の版元による共同出版の場合である 共同出 の場合、一方の版元に勝手 増刷をされな ために、版木を分割して所有し、増刷の際に版木を合わせ 一冊を構成す ようにしておく。すなわち、版木は出版当初から分断 て とい ことである。とすれば 入手した者 散逸や面付け 誤り 防ぐ め 中央に木を加えて版を復元したのである。
いずれにせよ、版の中央に木を加えた目的 不明である。あるい
は、判型を大きくし 、豪華本に仕立てた と う希望があっであろうか。その際に、歌人名と歌を削り、さら 現状から判断すると、各丁の歌仙絵から外 た部分 匡郭をも削ったと思われるなにゆえにこの削除が行われたかは定かではないが、浅野氏が言わ
れる如く、中国の詩箋に倣って、所持者自身が歌仙絵に添えて、歌人名と歌を書き入れる手作りの本に仕立てることを企図したとも考えられる。判型を大きくすることによって、本が豪華にもなり、書き込みが容易になったのではないだろうか。
次に、本書をさらに豪華にするための手が加えられた。新たに整
えられた版を校
きょうごうずり
合摺として、それぞれの面につき数枚の色版の制作
が行われた
）（
（
。色版には、面として色を乗せる版と、細かい模様を加
える版との二種が見 この版について、一部合
かっぱ
羽刷り
）（
（
かとも
考えられているが、木版と合羽刷りとの併用 行われていないと判断した。この彫りにあたっては、職人 技 頼ったものであろう。
すべての版が揃い、いよいよ刷りとなる。本書に使われた絵の具
は、木版多色刷り 始められ 当時の植物性の絵の具と思しで、本書が刷られたのは、錦絵発生から遠くない、十八世紀後半に刷られたものであろう。
ところで、出来上がった版を刷った者は何者なのであろうか。一
枚刷りの初期浮世絵や鈴木春信などの商業出 と比べ と、随分稚拙と言わざるを得ない。一番最初に刷ら る墨 において、小野小町（第五丁裏） 、紫式部（第二十九丁裏） 周防内侍（第三十四丁裏）の顔の部分と、参議篁（第六丁裏） 全体が二度刷りをされている。一枚ごとに版に絵の具を乗せ、 毛で広げ、紙を置いてばれんで紙の繊維の中に刷り込む（これを 師の世界ではきめ込むと言う）ので、こ ようなことは起 りえない。仮 、不良品が出れば、すぐに確認できるので、不良品として外すことが可能である。排除することが はずであり よほど用紙の余裕 なかったか、刷りの出来栄えに無頓着であったかと 悪 想像をしてしまう。刷りは表裏の絵柄を同時に刷るものなのに 表になる面 墨版がずれていないのも不思議である。また、色 もずれて る。 版の版下絵となる校合摺には当然見当が付けられていた あろうから、とても職人の仕事とは思えな 出来である。
(130)
― 2 ―― 3 ― 流通経済大学論集　Vol.51, No.2
ここからは、次のような推察も可能となる。木版本というと、一
つの版から同じ形の印刷物を多数生み出すことが出来ると思いがちだが、手作りであるから一冊だけを刷り上げることも可能である。すなわち、本書は、商業出版としてではなく、好事家の旦那芸 して一冊ないし数冊が刷られ、製本された私家版ではなかろうか。彫りは道具を揃えるのも技の習得も難しいが、刷りはそれよりは簡単で、一通り形にすること 出来 である
）5
（
。私家版であれば、胡
粉引きに雲母で模様を刷った唐紙表紙に書き題簽が貼られた豪華本の装丁とされ、巻末 刊記がないのもうなずける。
制作の目的は、所蔵者自らの筆で『小倉百人一首』の歌人名と歌
を書き込み、愛蔵することであった。そ 際に 備忘録のように、歌人名を小短冊の寸法で制作し、本紙に貼付したものであろう。書き込みが完成した時には、この小短冊は不要になるため、いつでも剝がせるように仮に貼られた。版木が手元にあることから また、少数の制作であったから 丁合 場合 なくてはな ない丁付が削られたり、分断されたりしていても 何の支障もなかったのではなかろうか。
かくして、趣味人の余技を生かして刷られた本書は、前に遊紙一
丁を添え、本文五十丁の形で成立 とも考えられる。三
　
成立以後の経緯
本書は当初の目的に反 書き込みはなされずに豪華本として
愛蔵されたのであろう。し し残念な事態が起こって まった。それは、多色刷りの初期に多く用い 植物性の絵の具が使用されていたため、経年劣化が生じ、全体に褪色が生じたのである。特紅は、高価な紅花を原料としている。紅はもともと、精製度合いによっては黄味が含ま ている。紅 十分に抽出した本紅
）（
（
であっても
褪色は免れない。所 者にとっては残念なことに色素 飛び、黄味
を帯びてしまったのである。そこで、所蔵者が、同じ赤系で紅より安価な、鉛を原料とする丹
たん
を
）（
（
用いて筆彩を加えたものであろう。こ
の丹については濃淡があり、裏面から見ても明らかに筆彩である
）（
（
。
合羽刷りではないことは、前にも述べたが、色の濃淡があり、筆彩であると思われる。また、第三十丁 の赤染衛門の薄鼠色もあろう。
本書の現状は、和田先生の論考にあるごとく、表表紙に見返しの
白紙が貼られ、次に遊紙はなく、本文四十八 で後にも遊紙はなく、裏表紙になっている。この裏表紙に 見返しの白紙が貼られていないので、裏表紙の裏が見える。また、第一丁裏に天智天皇 第二丁表に持統天皇、同裏に柿本人麿 歌仙絵がそれぞれ切り抜かれて貼り込まれている。
これについては、次の様な推察も可能である。すなわち、この三
面には、それぞれに歌人名と歌とが書き込ま てい 。その次 所蔵者または転売を企図した古書籍商かが、この二丁を本から外して歌仙絵だけを切り抜き、遊紙を利用して貼り込んで再製本し 。のために遊紙に加えてもう一丁 必要となり、表表紙に見返しとして貼られた白紙は のま とし、裏表紙の見返しを使った 以上の推測には証左はない。ただし、表紙の虫損と天智天皇が貼り込まれた第一丁の虫損とは連続していない。一方、第二丁の虫損は表紙と連続する。よって、第一丁 後から挿入されたものであることが判るので、虫害に遭ってから丁合が変更され こ は明白である。
本文途中の、第十三丁（菅家・三条右大臣）と第三十八丁（源俊
頼朝臣・藤原基俊）の二丁 欠丁 ついて 書き みや汚損により除かれたものか、そ ともそれ以外の事情 よるものか 全く推察できない。
また、第二十二丁（清原元輔・中納言敦忠）と第二十三丁（中納
言朝忠・謙徳公）に残る版心の丁付につい 、中心から切り離され
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てはいるが、第二十二丁が「廿三」 、第二十三丁が「廿二」と判読できる。この丁付が正しければここは錯簡となるが、貼り込まれた小短冊の歌人名は括弧内に示した通りであり、歌人の官職から図を推定をしても、 順で何ら問題はないであろう。従って 錯簡ではなく、版心 誤刻ということ なろう。四
　
終わりに
以上、流通経済大学図書館蔵祭魚洞文庫本『百人一首
 全』につ
いての私見を述べた。
本書は、浅野氏の言われるごとく「不思議な版本」であり、ま
た、中野三敏氏の説かれる
）（
（
和本の出版史が凝縮されている、他に例
を見ない貴重な資料であることは間違いない
本書の価値を考えるならば、保存のために虫損が修復されること
を強く望むものである。その折には綴じ糸が解かれるので、綴じ代の中に本書の成立を解明する文字が存在するか否かを子細に観察してほしい。また、修復とし は全面裏打ちを施される あろうから、以後裏面から 調査は不可能になるであろう。そこで、裏打ちの前には、裏面からの調査をして、刷り 状態や彩色につ の詳細な報告が成されること 期待したい。付記
　
本書の閲覧について、格別の便宜をお計り下さった和田律子
先生ならびに流通経済大学図書館の関係各位に篤く御礼申し上げます。
注（
1）　
流通経済大学所蔵
　
祭魚洞文庫『百人一首
　
全』 （ 『流経法学』第十一巻
二号、二〇一二年）
（
2）　
不思議な版本―祭魚洞文庫の「百人一首」 （別冊太陽『百人一首への招待』
所収、平凡社、二〇一三年）
（
（）　
木版多色刷りの色版制作の手順を略述する。木版多色刷りを作るには、
まず絵師が下絵を描くことから始まる。この場合の原画は、絵の具を用いず、墨一色で一枚だけ細密に描く。この絵を版下絵という。絵師から版元経由で版下絵を受け取った彫師は、この版下絵をヤマザクラの版木に裏返しに貼り付けて忠実に彫る。その際、色版ごとの位置合わせをするための印（これを見当と呼ぶ）を版の二箇所に加えておく。この見当の位置に紙を当てることにより、多くの版 重ねても位置が合うのである。なお、版木 ヤマザクラを使うのは 木が堅くて耐刷力があり、木目が詰んでいて細かい細工ができるからである。このようにして、 の版木が出来上が この を校合摺と呼び、校合摺は絵師に戻され 、絵師はここに の指定を行う絵師による色指定を基にして色分けをし、必要な版木枚数を決める 彫師は校合摺を色数だけ刷り増し 、それぞ の版の彫り残す部分を校合摺に朱筆で指定し、板ごとに貼り付けて彫る。その際 、見当も忠実に彫るこは言うま もない。このようにして彫られた版木一式を用いて試し刷りをして、問題がなければ、絵師 立ち会いの下で刷師 色を調合し 本刷 となる。この多色刷りの技法は、明和二年（一七六五） 、絵暦の流行により、鈴春信を中心とする人々によって完成された される。
（
（）　
合羽刷りとは、合羽に使う耐水性の紙を、色を付けたい形に切り抜き、
紙に当て、上から刷毛で絵の具を塗るもので、紙の用途か 名 られた。名称は「刷り」となっている 、実際には塗る方法である。版を作 りも安価で、上方で使われた。
（
5）　
版木の彫りと刷りの修業について、現代では、彫りは七年、刷りは五年
が最低年限とされている。ただし れは、それぞ 業とする場合の 本的な技術の習得に必要な年限である。見当を合わせて精緻な多色刷りを完成せるのは至難の技である。
（
（）　
紅は、紅花の弁を採って搾り、黄と赤の分離を繰り返す。最も純度 高
い紅を本紅といい、黄味が混じるものを片紅という。
（
（）　
丹は粗悪な鉛や鉛鉱石に硫黄と硝石を加えて熱して作る。浮世絵 も多
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く使われる。
（
（）　
版による刷りと合羽刷りや筆彩の違いは、紙の裏面から見れば明確であ
る。すなわち、版による刷りは、紙の繊維の中に絵の具を刷り込むため、裏面に染みている。筆彩ならば、裏への絵 具の抜け具合が弱く、絵の具の溜まりができる。また、版による刷りであれば、凹凸が感じられる場合もあるが、本書の場合は刷られてから相当の時間が経っているために凹凸の判断はむずかしい。
（
（）　
中野三敏氏『和本のすすめ』 （岩波新書、二〇一一年、一九
- 二〇頁）に
以下の記述がある。
　「享保以後の出版史で特筆大書されるべきは色刷り本（套印・重ね刷り）の出現である。
　　
まずは一枚刷りや浮世絵などから始まり、やがて画譜・絵本・絵入り本の
領域へと展開す 早く江戸初期から中国明版の詩箋（漢詩を書くための用箋で、花鳥・山水・人物・文房具などの絵を、一隅に淡い色刷りで配した雅趣あるもの）などが日本にもたらされ 貴人・大名・高僧などの日用に用いられていた を、日本でつくることに成功した。それは墨線のみの墨板で刷った絵（主版と呼ぶ）の上に、一色ご の色板を作って重ね刷りするもので、色がずれないように、版面に「見当」とよばれ 目印をつけ おい刷った。 （中略・引用者による）初めは二、三色に手彩色なども交えて作れ、後にはいわゆる錦絵と言われ ほ 美麗なも となったが、それとてもせいぜい十色ほどを重ねているにすぎない。 」
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